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◇今年の入社式はマスク着用なしも多かったと聞きました．コ
ロナ禍となって 3年，5 月 8 日から第 5類へ移行とのこと，
混乱した日々もこのまま収束することを願ってやみません． 
5 月 20 日（土），21 日（日）の第 83 回分析化学討論会は，
富山大学五福キャンパスでオンサイト開催の予定です．現地
で皆さまが再会できることを願っております．
◇本号の「リレーエッセイ」は，科捜研における分析業務につ
いて瀬戸先生が執筆されています．サリン事件への対応をは
じめとしたテロ対処に係る分析法開発のお話を読みながら，
安心安全な社会の実現には，分析技術が深く関連しているこ
とを改めて実感しました．
◇一昨年から掲載されている「技術紹介」では，製品紹介のみ
ならず，新たな使用方法，より高精度な測定を目指す手順な
ど，実践的な方法を紹介する記事が掲載されています．ホー
ムページにも項目ごとに整理・蓄積されていますので，ご活
用いただくと共に，ご投稿のご検討もよろしくお願い申し上
げます．
 〔Y. I.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　

分析化学誌をぜひご活用ください  水口  仁志

〈入門講座〉　分離技術：原理から最新技術まで

イオンクロマトグラフィー  森 勝伸 

〈講　　義〉　　

実験室の安全 ─リスクと対策─ 町田 基

〈ミニファイル〉　マイクロ・ナノの分析化学　

マイクロ流体チップを用いた細胞の分離  田中 陽

〈話　　題〉　　　　　　

オンライン試料濃縮による 

ナノ微粒子のキャピラリー電気泳動分析  北川 文彦
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〈幹　　事〉 市 場 有 子 （ラ イ オ ン ㈱） 稲 川 有 徳 （宇都宮大院地域創生科学） 坂 牧 　 寛 （化学物質評価研究機構）

村 居 景 太 （㈱共立理化学研究所）
〈委　　員〉 岩 井 貴 弘 （㈱日立製作所） 糟 野 　 潤 （龍谷大先端理工） 久保田　哲央 （アジレント・テクノロジー・
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原 賀 智 子 （日本原子力研究開発機構） 福 島 　 健 （東 邦 大 薬） 松 神 秀 徳 （国立環境研究所）
三 浦 篤 志 （北 大 院 理） 宮 下 振 一 （産業技術総合研究所） 森 　 勝 伸 （高 知 大 理 工）
盛 田 伸 一 （東 北 大 院 理） 森 山 孝 男 （㈱ リ ガ ク） 山 﨑 由 貴 （国立医薬品食品衛生研）

🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．

　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
　　　　　　　 一般社団法人 学術著作権協会

　FAX：03─3475─5619　E-mail：info ＠ jaacc.jp
　なお，複写以外の許諾（著作物の転載願い等）は，学著
協では扱っていませんので，直接日本分析化学会へお尋ね
ください．
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